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＊以下は、文部科学省の「私立大学学術研究高度化推進事業（社会
連携研究推進事業）」の研究プロジェクトに選定され、平成 15 年度
～平成 19 年度の５年間にわたって行った研究の『研究成果報告書
－５年間の成果－』（平成 20 年５月 25 日作成）の一部要約である。
この研究の全容については、その「研究成果報告書」を参照されたい。
１　はじめに
　内閣府の『障害者基本計画』（平成 14 年 12 月 24 日閣議決定：
計画期間平成 15 ～ 24 年度）では、『「リハビリテーション」お
よび「ノーマライゼーション」の理念を継承するとともに、障
害者の社会への参加、参画に向けた施策の一層の推進を図るた
め…』（平成 19 年度版障害者白書）とうたい、そこでは身障者
の「活動を制限し、社会への参加を制限している諸要因の除去
と能力発揮の支援」を通じての、「社会の対等な構成員としての
人権尊重」等を基本的な方針としている。（次ページ「障害者基
本計画の枠組み」参照）
　本研究は、根底にこの考え方と同じ目的を置き、内容としては、
車椅子スポーツとその環境に関し、デザインの視点から考察し、
最終的には今日まだ開発されていないだろう特殊な車椅子をデ
ザインし、試作車を製作して、福祉機器に関する展示会等でそ
の試作機への使用者の声を聞くことを計画している。この研究
の成果が今後の車椅子開発・デザインの在り方に一つの方向を
示唆する提案になることを期待している。
　車椅子スポーツは、パラリンピックに代表される国際的な競
技として認識も深まってきており、そのような競技への挑戦者
も増加している。このような競技で使用される車椅子にデザイ
ンの視線が一層注がれることも欠かせないが、本研究での車椅
子スポーツは、スポーツをより広義にとらえ、車椅子という道
具を使う人の「健康で豊かな生活を送るための活動の一つ」と
している。
　車椅子は下肢に障害を持つ人にとっては欠かすことのできな
い道具であるが、広い道具の世界を俯瞰し、その在り方を考え
ている「デザイン」の視点から現状を観るに、車椅子を必要と
する人が「健康で豊かな生活を送るための活動」をしていくには、
非常に多くの課題があることが見えてくる。
　厚生労働省は「新たな障害福祉サービスの体系」として「総
合的な自立支援システム」を構築するなどの策は講じられては
いるが、そこでの自立とは、現状の生活を一歩だけ前進させ、
活動することの最小限を維持していくためのもので、残念なが
ら健常者の活動に比し、まだまだ制限があるように思われる。
この研究はその考えより先の、「健康で豊かな生活を送るための
活動」を健常者と同じように可能にする車椅子を提案していこ
うと考えている。
　今日、健常な人が継続できるスポーツとして、散歩、ウォー
キング、ジョギング、ハイキング、トレッキング、ダンス、エ
アロビクス、水泳等があるが、車椅子使用者も同様な活動が健
常者と一緒に気軽にできる日が遠くないものとしたい、という
考えを根本に置いた研究である。
　道具が生活の中に溢れんばかりの今日にあって、車椅子使用
者に、健常者と同じ日常の活動をイメージさせ、行動欲求を起
こさせるような道具や環境等は今もってほとんど存在しない、
提案されてもいないといえる。経済的な背景があるのは十分わ
かるが、デザインに携わる者としてはそれが大変気になる。「生
活者により良い道具や環境をデザインし提案していく」ことを
基本的なスタンスとしているデザイン領域からこの点を指摘し、
提案していくことが本来の姿勢ではないか、との熱意からこの
研究は始まった。
　車椅子の現状を見渡すに、広い意味での医療の道具としては、
障害の種類・程度によるカスタマイズ（個に対応したモノづくり）
は非常に進んでいる、これは医療器具開発という見地からは非
常に素晴らしいことである。
　しかし、車椅子をより広い視野で（デザインの視点で）見る
とき、その開発は一般的なの道具 （自動車や家電製品など）と
同様の考え方がなされていない。基本的なところで、車椅子と
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いう道具の開発は、現状の在り方では十分とはいえないのでは
ないだろうか。ひとつスポーツを考えてみても、下肢に障害が
あってもそれを車椅子という道具で補えば、健常者のスポーツ
概念と同様の、もっと多くの、広い意味のスポーツが可能では
なかろうか。
　なお、技術面の内容について触れておくと、車椅子は電動化
が一層進められ、使用者にとっては大きなステップの時が来て
いるといえる。現状はそうであるが、ここではスポーツがテー
マ、健康な活動のための道具を目的としているのであくまでも
電動を前提とは考えない。電動化は機能としての必要性に応じ、
適宜取り入れることにしている。
　デザインは、人間と人工物 （＝モノ・環境・情報）とのより
よい関係の在り方を問い、具体的な解を求め、提案する専門領
域の一つである。使いやすく美しい形態や調和した色彩等で実
体化されたさまざまな人工物を提案するが、それは模索の結果
であり成果である。その成果を生む背景形成、いいかえれば、
大前提となる開発の枠組み（企画）への提案が最も重要であり、
デザインが関わる意味はそこが非常に大きい。
　何度も言いかえるが、デザインは人間を基軸にした考え方で
人工物の在り方に方向を与え、総合的にバランスのとれた美し
い実体を造形する創造作業である。例えばインダストリアルデ
ザインは、インダストリーが産み出すモノの形態や色彩の提案
に関わるのは勿論であるが、そればかりでなくインダストリー
の在り方そのものをデザインすることと考える方がより相応し
い。この研究 （車椅子提案）の主旨は、デザインをこのように
考えることを前提に進めている。すなわち、車椅子という道具
の開発にとどまらず、関係する環境・情報の領域にも及ぶ立体
的視野をもって進めている。
　研究のコンセプトと基本的なスタンスを述べてきたが、５年
にわたる研究の内容は多岐にわたる。リサーチ段階では、車椅
子使用者の意見聴取、車椅子製造現場・現状の見聞、人工物デ
ザインの現状調査をできるだけ広く行っている。また、モノづ
くりに欠かせない知的財産権の専門的な検討等も重ねている。
最終段階では、提案としてデザインした車椅子の試乗可能な試
作機を制作し、「国際福祉機器展」等で使用者にアンケート調査
を行っている。人間は、自分の実現したい欲求や理想の姿をス
ケッチやプロトタイプ等の具体像を示されることで認識し、そ
こから要望という行動に出ることが多いが、この体感で、この
開発の意図に理解を深め、誰もが「健康で豊かな生活を送るた
めの活動」の一歩前進した像を描き、そしていつの日かこれら
が実現することを期待したい。
２　研究の概要
２−１　研究の目的
 ・身障者スポーツの拡大に貢献し、地域のノーマライゼーショ
ンを達成するために、車椅子スポーツの現状を分析し、車椅子
での活動をより多く広い活動に拡大させるための基礎研究およ
び新しい車椅子の開発を行う。
　また、開発にあたっては、さまざまな活動に対応させるため
の車椅子の機構と特許上の調査研究を行い、最終段階では試作
車を作成し、実用化への調査・実験を行う。
 ・本研究プロジェクトは、二つの提案を行なうことを目的とし
ている。ひとつは車椅子使用者の観点からデザインした（“USER 
ORIENTED DESIGN”）、新たな車椅子の機種を、もうひとつは
車椅子使用環境の改善へのデザイン提案をすることである。
 ・車椅子使用者と車椅子について、この研究では殊に「スポー
ツをする道具」というテーマに焦点を絞って、デザインの観点
から考察、研究開発、試作を行ない、道具およびその使用環境を、
デザインの視点から検証、評価を行なうことを計画している。
 ・車椅子を車椅子使用者の身体から離せない（生活に欠かすこ
との出来ない）道具とみるとき、健常者の道具、例えば自動車
のデザイン（機種分布）の視点から比較分析してみたとき、自
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動車と同様またはそれ以上に使用者の日常生活に対応できる機
種が開発されていてよいはずであろう、しかし現状は、限定さ
れた目的の最小限の機種があるのみである。仮定していたこと
ではあるが、車椅子は未開部分が非常に多い、開発途上の道具
であるといえる。この現状に新たな動きが出てくることを、重
ねて期待している。
 ・いわゆる現状の車椅子開発は、使用者に対応した機種の多様
化 （“USER ORIENTED DESIGN”）が行なわれている道具であ
るかどうかの観点から考察してみると、全く不十分な状況であ
り、今後の開拓余地が非常に広い道具である。この未開の領域
にいくつかの新たな車椅子 （ここでは広い意味に捉えたスポー
ツ関連の車椅子）を開発提案し、それらが使用できる環境につ
いても言及する。
 ・使用者に対応した機種の多様化、この観点からの道具の開発
は、現在ではあらゆる道具開発において通常行なわれているこ
とであるが、車椅子においてはこれからといえる。本研究成果が、
実物として車椅子関係者の目に触れたとき、車椅子市場全体に
与える影響は非常に大きいと予想している。車椅子開発が健常
者の日常の道具 （一般消費財）と同様の視点で行なわれること
を期待しての研究、その意義は非常に大きいとえる。
 ・車椅子スポーツに用いられる車椅子は、限られたスポーツ種
目の車椅子、それも高度な訓練を要し、その訓練の場所も非常
に限定されているといえる。いわばセミプロまたはプロ選手用
の車椅子に限定されて開発されているというのが現状である。
一般の車椅子使用者のそれら車椅子の使用状況は裾野が広いと
はいえない。本研究は、今後、この裾野を広げていくこと（日
常にスポーツがあること）を目的にした車椅子が開発されるよ
うになることを期待したい。これが新機種開発の先にあるもう
一つの目的である。
 ・これらの目的に向かい、使用者の要求をより満たす（ここで
はスポーツに関しての）新機種５機種を提案し、そのうち４機
種を試作、実地検証 （使用者にアンケート調査）を行なう。ま
たヒアリング調査等の結果を反映し、試作の完成度を高める。
 ・日本の場合、車椅子を使用するという観点から使用環境をみ
たとき、ここにもまた課題は多い。車椅子と車椅子環境を並行
して研究し提案する。
２−２　研究の意義、特色
　長岡造形大学は環境デザイン学科と産業デザイン学科の２学
科で構成されているが、本プロジェクトは両学科にまたがり、
また車椅子に関わるソフトとハードを融合しようとしている点
で特色がある。環境デザインでは地域計画にノーマライゼーシ
ョンの概念を取り入れ、地域計画の新たな視点を持ち込むこと
を、産業デザインでは機能性の観点、利用者（競技者）、介護者、
経済性、「かっこよさ」の観点など、総合的に車椅子を考える。
地域に車椅子等の機器のバックアップシステムを如何に構築す
るか等、総合的に車椅子社会と地域を融合させようとする点も
重要な試みである。この試みに長岡に工場をもつ車椅子メーカ
ーである株式会社オーエックスエンジニアリングが加わり、オ
ーエックスエンジニアリングの車椅子 （一般用と競技用）研究
の蓄積と、その工場の試作品製作能力を活用することの意義は
大きいと言える。
　車椅子スポーツの歴史はそれほど長くはなく、競技方法も確
立されているものは少ないと判断される。ある特定の競技用の
車椅子の開発は競技そのものの提案という側面もあるとも考え
る。研究の成果の実用化という問題はその競技の普及に係わる
が、これは国民の生活の幅を広げることであり、実用化の見通
しは十分にあると考えられる。身障者スポーツの領域は日々拡
大しており、有効な機器が開発されると、競技人口が増え、地
域的なノーマライゼーションが浸透すれば、共同研究者である
株式会社オーエックスエンジニアリング長岡工場においても、
企業と社会の結びつきを強化する方向となり、ひいては地場産
業の振興、地域振興となると考えられる。
２−３　研究の視座（デザイン視点）
 ・「時系列での道具の拡大、増殖の様相を観る」というデザイン
の一つの重要な視点で車椅子を見渡したとき、車椅子の開発状
況は前述のように非常に後進的である。ここを大きな指摘点と
している。車椅子メーカー、車椅子使用者をはじめ、車椅子関
係者にこの理解、認識を促す機会となることも考え、車椅子の
新機種を開発し、試作し、展示する。
 ・実車の展示会場においては、そのような機種に対する必要性、
展開のあり方、使い勝手等についてのアンケート調査を行い、
より生活の中に入り込める車椅子を求め、それをまた試作車と
して以後の展開につなげる。
 ・車椅子使用に関する環境の整備は、日本においてはまだ緒に
ついたばかりといえる。西欧の環境整備状況を比較するに、こ
の点もまた提案していかねばならない状況にある。
 ・「バリアフリー」、「ユニバーサルデザイン」の視点を欠かせな
いモノ・環境開発の現状において、車椅子というモノとその使
用環境の双方を並行して追及しての整備が必要である。この提
案を行なうことをもう一方の主旨としている。
 ・健常者の道具の開発は、利用者の多様性、個人の嗜好等に対
応し、細分化された仕様、形状、色彩等、きめ細かな機種が展
開されている。言い方を変えれば、使用者優先の開発 （“USER 
CENTERED DESIGN”）がなされている。その背景には、市場
が大きく商品として成立しやすいこと等、経済的な条件が大き
いことは明らかであるが、福祉社会の今後はこれらに何らかの
対策が講じられるであろうと想定して、ここではそれを促す意
味も込めて、その時点で実現したい車椅子と車椅子環境を提案
する。
 ・知的財産権について。知的財産権などの特許に関しては、既
存の権利を全て調べてから開発・設計を行うよりも、開発・設
計を行ってからその設計に関する権利を調べる方が効率良いと
判断し修正することとする。
 ・近年の車椅子開発の方向をみるに、細部技術の積み上げ、部
分的機能開発の提案が多い。しかしデザインのスタンスからの
このような提案で、車椅子開発のマクロな視点からの方向性の
提案は見られない。このような提案で新機種が登場すれば、車
椅子使用者の活動範囲の拡大や心身を鍛える（スポーツ）事へ
の積極性を育てるきっかけになり得るであろう。
２−４　研究計画の概要
● 2003 年度：車椅子の実態調査
● 2004 年度：車椅子スポーツの新展開をさぐる
● 2005 年度：新特殊車椅子のデザイン開発
● 2006 年度：新特殊車椅子の試作車を製作する
● 2007 年度（最終年度）：試作車を改良、最終車椅子制作
２−５　研究組織
　長岡造形大学は産業デザイン学科と環境デザイン学科の２学
科構成されているが、それぞれの学科を担当している研究者が
専門分野ごとに役割を分担し研究を行う。
　環境デザイン学科を担当している平井、後藤、澤田の３名の
研究者は、地域計画にノーマライゼーションの概念を取り入れ
地域計画の新たな視点を持ち込むことを、産業デザイン学科を
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担当している松丸、森田の２名は車椅子の構造・機能を利用者（競
技者）、介護者、経済性、外観、特許などの観点からそれぞれ調
査分析を行う。また、資料の収集や作成に対応するスタッフが
必要となった場合は、本学の学生・大学院生を、デザインのよ
り広い創造には外部のデザイナーを、逐次メンバーに入れて研
究を進める。
　加えて、共同研究機関である株式会社オーエックスエンジニ
アリングとの連携は、代表取締役の石井重行氏にシンポジウム
のパネリストや車椅子勉強会の講師として参加して頂くことを
はじめ、全体の相談役として関わっていただく。
　株式会社オーエックスエンジニアリングの長岡工場からは、
大学祭で多くの車椅子を貸していただくことをはじめ、車椅子
部品の購入、組み立てなどで車椅子製品に関して協力をしてい
ただく。なお、試作車と最終モデルの製作・実用化実験も、こ
の長岡工場で行う予定である。他にも車椅子スポーツ大会を主
催している「新潟県車椅子友の会」や、シンポジウムにパネリ
ストとして参加して頂いた車椅子スポーツインストラクターで
有限会社ファクトリースマイル　社長の加藤直司氏、チェアス
キー選で福祉機器販売・介護住宅リフォーム会社 GTB 店長の鈴
木純也氏をはじめ、新潟地域の多くの方々、団体から支援・協
力を頂きながら研究を行っていく。
３　車椅子スポーツの実態把握・調査・関係資料収集
３−１　シンポジウムの開催
□シンポジウム
　＜詳細は別冊の調査報告書『車椅子と NID』№１参照＞
　－テーマ：身障者のフロンティア拡大を目指して＝地域社会 
　のノーマライゼーションと車椅子トップアスリート＝
　－日時：平成 15 年５月 12 日
　－場所：NID 大講義室
　－パネリスト：石井重行氏　加藤直司氏 木純也氏　松丸　武
　－司会：平井邦彦
　－ディスカッションの内容
　　 1 .  これからの製品デザインのあり方
　　 2 .  高齢化社会と交通・都市のあり方
　　 3 .  開発現場から見た現在の車椅子、車椅子業界、車椅子環境
　　 4 .  車椅子スポーツ
　　 5 .  車椅子障害者の意見
３−２　大学祭での「車椅子体験会」
□「車椅子を知ろう」体験会
　＜詳細は別冊の調査報告書『車椅子と NID』№２参照＞
　－テーマ：「Wheel Chair ＝車椅子を体験してみよう＝」
　－日時：平成 16 年 10 月 11 ～ 12 日
　－場所：長岡造形大学　NID ホール
　－主催：長岡造形大学大学祭実行委員会
　－協力：車椅子研究開発プロジェクトチーム
□「車椅子を知ろう」調査
　＜詳細は別冊の調査報告書『車椅子と NID』№２参照＞
　－車椅子使用に関する基礎的な事柄把握のための調査
３−３　「車椅子を知ろう！勉強会」
　＜詳細は別冊の調査報告書『車椅子と NID』№３参照＞
□第１回　車椅子勉強会
　－日時：平成 15 年 11 月 20 ～ 21 日
　－場所：長岡造形大学 102 教室
　－講師：石井重行氏＋設計担当者
□第２回　車椅子勉強会
　－日時：平成 16 年１月 15 ～ 16 日
　－場所：株式会社オーエックスエンジニアリング　長岡工場
　－講師：石井重行氏＋設計担当者
□第３回　車椅子勉強会
　－日時：平成 16 年６月１日
　－場所：長岡造形大学　213 共同研究室
　－講師：松元俊文氏
□第三回車椅子勉強会について
　－テーマ：「知る、組む、乗る」
　－車椅子に興味のある学生と一緒に
３−４　車椅子試乗・その感想情報収集
　部品から購入し組立てた４台の車椅子と病院型の車椅子は、
長岡造形大学の学生がいつでも車椅子体験が出来るように随時
貸出しを行なった。43 名の学生が試乗体験を行なっている。試
乗の際は当車椅子プロジェクトが作成した「車椅子チェックシ
ート」に試乗の感想を記入してもらった。
４　車椅子スポーツに関する資料の分析・考察
４−１　車椅子スポーツ全般の共通事項
●同じスポーツの中でも障害の種類や程度によってグループ分
けがなされ、グループごとに競技をする。
●障害の種類や程度によって競技規則、用具の変更が認められ
ている。
●専用のルールがある。
●競技場寸法 （コート面積等）は一般スポーツ規定と同等な場
合が多い。
●ほとんど地に接しているスポーツである。（ジャンプ等を必要
とする競技はない）
●インドアスポーツが多く、アウトドアでも地が人工物 （きれ
いな平面）でなければならない。
●道具を使うスポーツが多い。（ボール、ラケット等）
●相手の体を掴む競技はない。（柔道、レスリング、ボクシング
等格闘技）
●個人種目が多く団体種目が少ない。（リレー等も少ない）
●車椅子自体の性能が勝負に大きく影響するスポーツがある。
（個人の競技技術も重要であるが、車椅子性能の比重が他スポ
ーツと比べ大きい）。
 ・陸上競技・テニス・バスケット・アルペンスキー・ノルディ
ックスキー
●健常者と一緒に行えるスポーツは少ない。
●自然と絡んだスポーツがない。
●車椅子でも可能なようにルール改正をしたスポーツが多い。
●オリジナルのスポーツはあるが、数が少なく知名度は低い。（こ
ん棒投、ティーボール等）
●むしろ車椅子でないとできないスポーツがほとんど。
●車椅子の高度な運転技術が必要である。
 ・体の使える機能を使わせる、安易に電動に頼らない、という
意味で手動式車椅子は大きな価値がある。
 ・障害の程度や性別による分類はない
４−２　車椅子スポーツの二面性
　車椅子スポーツは大きく次の２タイプがあると考えられる。
●タイプ 01：競争を大きな目的としたもの
　これは、試合に勝つ事を大きな目標とし、その目標のため多
くの努力をし、肉体的、精神的に身障者の生活を豊かにするもの。
既存の多くのスポーツはこれに該当し、オリンピック競技など
は典型的な事例といえる。
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●タイプ 02：交友を大きな目的としたもの
　これは、スポーツを通しての身障者の社会参加の促進や身障
者同士の交友関係の向上を目的としたもの。スポーツ自体の勝
ち負けを大きな目標としていない、いわゆる運動会的な役割を
持つものといえる。
●両者の違いと問題点
　タイプ 01 が出来る車椅子は限られているといってよい。日常
生活にて自走用標準型を使用している人であり、それ以外の、
例えば電動車に乗っている方や障害が重い方などは、種類にも
よるが一般的なスポーツはしたくてもできない、でき難い。また、
タイプ 01 は若い人が大半を占め、勝ち負けにこだわる大きな大
会などに出場するとなると年配者の方は体力的に厳しいのが現
状 （ルールの違いや年齢によるカテゴリー分けもあるが）。つま
り、車椅子を日常で使用している人全員が、タイプ 01 のような
スポーツができるかというわけではない。上半身は無理なく動
かせる人など、特定の人間に限られている。男女別については、
現在調べた段階では特に大きな違いは見られない。
　一方、タイプ 02 は、障害の重さや年齢、体力の有無に関係な
く多くの人が参加可能である。身障者同士の交友関係の向上な
ど、健康増進とともに生活を豊かにするすばらしい場である。
　しかし、スポーツが限られていたり、活動内容が地味であっ
たりするため、タイプ 01 のスポーツが出来る人には何か物足り
なさを感じさせるだろう。また、重度の障害者のための活動場
所が限定的 （大きな施設など）で、なおかつ参加する人数が少
数で、その構成も障害者や介護者、ボランティアに集中するな
ど限定的で、どうしても一般社会からは閉鎖的になってしまい
がちなのが現状といえる。
４−３　日本の車椅子市場は４つの業態に分けられる
●全ての種類をそろえる大手メーカー、総合カタログからはユ
ーザー像が見えにくい。
●得意な車種を中心に特長を活かす中小メーカー、ブランド力
も重要。
●異業種から福祉機器販売へ参入組、大きく伸びる展開は見え
ない。
●輸入販売業で特にスウェーデン製が主流、日本人向けに改良
も行なっている。
＊カタログから見えるトレンドは「スポーツ志向モデル拡大」「多
機能モジュールタイプ進化」「高齢者へ対応」「高価格品の増加」
「カラー、オプションのチョイスシステム」など。
５　提案車椅子のコンセプトメイク
５−１　草案（考えられること全てを挙げてみた）
●既存のスポーツで車椅子を使用
 ・アウトドア（地が人工物 「きれいな平面」以外）で乗れるも
のが新しい。（砂、芝でも動けるような）
●新しい車椅子スポーツの提案
 ・健常者と障害者が一緒になってできるものがいい。
 ・健常者だけでも、障害者だけでも可能なもの。
 ・車椅子だからこそできるスポーツの提案が理想。
 ・二人乗り車椅子（健常者と障害者で、親子で。
●スポーティー車椅子
 ・現在、通常車と専門のスポーツ車の２種類しかないが、この２
つには違いがありすぎる。ちょっと運動をしたいが家で乗る
車椅子では難しい、汚れる、重いなどの問題がある。スポー
ツ車はあまりにもスポーツ的すぎる。その中間の要素を考慮
したスポーティー車があってもいい。
 ・スポーティー車そのもの、もしくは通常車に簡単な着脱で変身
が可能な部品、そしてそのシステム化は。
●新しいレディメイド車椅子の開発
 ・既存のいわゆる病院型モデルを一新。
●新しい折り畳みの構造を考える
 ・車に積み込む時に積み込みやすい形。
 ・使わない時にコンパクトに出来る構造。
●脱パイプの車椅子の構造
●適材適所の素材を活用した車椅子
 ・ハンドリムにチタン素材。　（手に優しい、熱伝導率、夏熱
く冬冷たい）
 ・新しい素材の活用。
●本質的には車軸でブレーキがいいらしいが
　（重量など総合的に、バランスのとれたもの）
●より軽量化を目指した車椅子
 ・材料、構造。
●モジュラー化の統一
 ・メーカーによって異なるものを統一。
●他の道具との関連性
 ・乗り換え、移動の状況。
 ・車椅子→スポーツ用車椅子→車椅子。
 ・ベッド、玄関、風呂、シャワー、トイレ。
 ・自力、介護者の有無。
 ・所要時間、道具の有無、安全性、場。
●リサイクルを重視した車椅子
 ・素材、材料、部品点数、リベット使わない。
●地震、火事などの災害に強い車椅子
 ・緊急時、停電、故障、パンク。
●雪でも乗れる車椅子
 ・地域の（長岡という）特徴を生かして。
 ・全天候型、雨、雪、強風（台風）。
●夜間走行は…
●メンテナンスのしやすさ
 ・サイズ調整、自力で。
 ・メンテナンス箇所、頻度、作業工具の有無、コスト。
●服の着脱
 ・所要時間、道具の有無、安全性、場。
●キャンバー角度
 ・旋回性の程度、走行性能、全幅。
●交通機関との関連
 ・車椅子のままの場合、座席シートの場合。
 ・自動車、バス、タクシー。
 ・電車、新幹線、飛行機、船。
●ハイブリッド車椅子
 ・電動＋手動。
 ・技術上の問題、重量、強度。
 ・カスタマイズ性。
 ・バッテリーの小型化。
 ・軽量化、高性能化。
５−２　イメージマップ制作とその考察
　ここでは、各カタログ内から代表的な車椅子機種の画像を取
り上げ、デザインイメージ別に分類、再配置の分析から、今ま
でのデザインとこれから広がるであろうと思われるデザインの
傾向を考察した。
　今回は自走式車椅子を分類の対象とした。（介助用と、電動は
外した）
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６−４　バリアのあるスポーツに挑戦　＜山へ＞
－オフロードトレッキング。ブロックパターンタイヤとサスペ
ンション付き車椅子で野山を散策。極太タイヤや昆虫型６歩行
で荒れ地や砂漠を行く。
苗場インデペンデンスボードウォーク（2006．７．15 ）
－車椅子ゴルフ。現行ゴルフ場でプレイできるギアとハンディ
等のルールにより、健常者と一緒にゲームができる。
－フィールド散策路の整備。標高差をレールに乗って安全に下る。
－全天候プロテクション。傘や雨具よりスマートなシェルタイ
プフードで悪天候に対応。
６−５　外出が楽しくなる見せたい車椅子
－女性専用車。車椅子ファッションで美しく座る。ヒップを落
とさない、ウエストのラインを見せる、ハンドバック内蔵車椅子、
ひざかけコーディネート。
－ 40 歳を越して似合う大人の仕上がり。
－天然素材で個性を訴求。革巻き、藤巻きのクラフトワークフ
レーム、ウッドパーツ、竹パーツ、漆塗り。
７　デザイン展開
　デザイン分析により注目した新時代車椅子のシナリオ５分類
それぞれについて、アイデアスケッチを描いた。このスケッチ
群を再分類し、前述の各シナリオとスケッチとの合致を検証、
絞り込みを行い以下の４点を試作に移した。
７−１　車椅子健康法
　車椅子ジョギングの形態について、現状では車椅子マラソン
に使う専用の高速走行３輪車ばかりが目立つ。レース参加者は
自身の専用車を持ち日常的にトレーニングをしているが、多く
の車椅子利用者は、外出用を別に所有していたとしても、多用
途に使える汎用車で軽量コンパクトなカタチを選んでいる場合
が多い。展示会ではかつてあった手回しクランク駆動による 3
輪車の試乗を行っていたが、今は国内の一般道で見かけること
はまだほとんど無い。
７−２　日常車の改善からは発想できない夢の１台
　車椅子は病院の機具というイメージからまだ切り離す事が出
来ない現状がある。この場面では自動車展示会の未来の車のよ
うにアドバンスデザインのスケッチを展開する。発想を最大限
に広げ、驚きの車椅子ができないものか。
７−３　バリアのあるスポーツに挑戦
　チェアスキーやダウンヒル用４輪車椅子、プールやビーチ用
水中車椅子など、アウトドア専用の車椅子は少しずつ進化しつ
５−３　スポーツ種目の各種分布図制作とその考察
●スポーツフィールドによる分布図
　車椅子を利用したスポーツではグラウンド状態、天候などに
大きく影響を受ける。このスポーツ分布では、右側に室内スポ
ーツ、左側に野外スポーツを配置した。上下方向は下にセッテ
ィングが必要な種目 （コート利用スポーツ）、上方向はセッティ
ングがいらない種目を配置した。現在の車椅子スポーツの主流
は大部分が室内コートスポーツである。
●スポーツの３D 要素による分布図
　フィールドによるスポーツ種目分類を行うと、スポーツの動
作にはジャンプや坂を下るなど、高さ方向の変化も多いことが
わかる。この動作は車椅子での参加にはます問題となる。右側
に平行な動きが主なスポーツ、左に高さ方向の動作が主なスポ
ーツを配置した。車椅子スポーツ種目も左側に拡大してほしい。
●車椅子使用者年齢別嗜好マップ
　次に車椅子使用者の車椅子デザイン嗜好についての考察を行
う。まず世代別に変化する嗜好について横軸に年齢を、縦軸の
上に男性的なタイプを、下に女性向なタイプを置いた。スポー
ツイメージのタイプは男性向きが多い。この中でも赤やきいろ
の暖色系のフレームは女性にも受け入れやすい。スポーツタイ
プは 40 代以前の若年層に好まれる。40 歳以後の世代に似合う
タイプは非常に少ない。
　車椅子にはなぜか女性専用が無い。フレームカラーやシート
生地を選ぶくらいの選択になる。高齢者用にはアジャストタイ
プが多いが、個人の好みで選ぶような品のある車椅子を探すこ
とはむずかしい。（特に男性向け）
●乗用車の機種展開との比較
　乗用車があれだけの機種展開をしても、欲しい機種が見いだ
せない状況もある。車椅子開発でこのような視点からの開発は
これから。
６　新時代車椅子 コンセプト・イメージ シナリオ制作
　以上の分析・考察等から、提案力が高いと考える以下の５つ
のコンセプト・イメージで提案することとした。これらのコン
セプトをシナリオのかたちにしてイメージ写真とともに示す。
６−１　車椅子健康法
－ジョギング用車椅子。いつも使わない筋力がアップできる　
　タイプの車椅子とプログラムを発想。
－毎日の散歩が楽しくなる車椅子、安全に動ける街。
－２人乗り（タンデム）車椅子、自転車と車椅子、ペットと車椅子。
６−２　日常車の改善からは発想できない夢の１台
－特別な日の服や靴があるように、「ハレの日」の車椅子があっ
てもいい。
　ガラスの車椅子、紙の車椅子、空気でふくらむ車椅子、ぬい
ぐるみのようにかわいい車椅子。
－現在主流のパイプフレーム、Ｘ字折りたたみタイプからの進
化。折り紙工学 （宇宙工学）を利用した収納方法、トラス構造
フレーム、ギアやスプリング機構を使った折りたたアスト車椅
子。
６−３　バリアのあるスポーツに挑戦　＜海へ＞
－水中ジョギング。水泳よりも楽で安全な車椅子用プール施設、
防水型車椅子。
－水上ボート型車椅子で浮遊感を楽しむ。ホイールとスクリュー
の連動で水陸両用、安定したバランスのフロート機能。
－車椅子ダイビング。
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つある。この項ではより多くの人がアウトドアレジャーを楽し
みたくなるような車椅子デザインを考える。
７−４　外出が楽しくなる見せたい車椅子
　物の価値観を車椅子でも感じてもらいたい。必要性、機能性
のみを追求しがちな現状から、毎日ずっと使う物だから、おし
ゃれで高品質な車椅子があってもいいのではないか。心の面か
らの快適性、満足感のあるデザインとは。
８　プロトタイプ制作とデザイン提案
８−１　目的
　新時代車椅子シナリオの４つの方向において、スケッチ段階
ではさまざまなアイデア、素材、製造方法について幅広く可能
性を追求してきた。実現性において技術的に難しいと思われる
案も数多く出されたが、デザインの初期段階では重要なステッ
プとされる。
　これらからイメージを集約し、新時代車椅子デザイン提案へ精
度を上げていく作業となる。ここではラフな状態から進め、車
椅子デザインの外観寸法や材質等の仕様がわかる三面図にまで
仕上げ、モデル製作までを視野に入れたカタチにまとめあげる。
　各シナリオのデザイン案は学内での検討会、OX 長岡、OX 千
葉本社での車椅子製造者、車椅子ユーザーとの検討会を経て、
走行可能なモデル製作へと進める。
８−２　開発時コードネーム
　本プロジェクトでは、車椅子をデザインする過程においてメ
ンバーの全員に複数台の開発モデル全てを周知してもらえるよ
うに、シンプルな名前を付けることにした。
　毎日の車椅子散歩を楽しめるようにというイメージから、曜
日に使う漢字７文字をそれぞれに割り振った。漢字の意味を車
椅子の姿や素材に重ね合わせることにより愛称ともいえるネー
ミングができあがった。「か（火）」、「ど（土）」を外して、ひら
がな２文字で呼びやすい「げつ」「すい」「もく」「きん」をデザ
イン４案に割り当てた。これをローマ字表記として外部発表の
際にも利用した。しかしこれらは、あくまで開発時の愛称で、
モデルの正式名として登録したものではない。
　１ “GETSU”　２ “SUI”　３ “MOKU”　４ “KINN”
８−３　デザインプレゼンテーション
　その結果を踏まえ、走行可能なモデル４機種の実車を制作し
た。以下に以上の４機種のプロトタイプ（試作）とそのコンセ
プト等を示す。
GETSU
空に浮かぶ月のように、華麗な車椅子。
　GETSU が目指したものは、立つ人と視線の高さが合うコ
ミュニケーション。
　電動昇降により座面を約 30 ㎝上げた状態を保ち、６輪で安定
して移動することが出来ます。パーティーやダンスなど多くの
人々が動き回るシーンでは、自然な視線で会話を楽しんでくだ
さい。
●外観は座面がホイール上端より持ち上がり、浮遊したような
軽快感があります。座った高さで不便だった生活から見晴ら
しよく手の届き易い環境へ、車椅子からの進化です。
●移動の操作はアームレスト先端のジョイスティックで行いま
す。ダンスを踊る時のために左右どちらの手でも操作可能に
なっています。
●床が不安定な場面では座面を下げて安全に走行します。
122　車椅子スポーツにおける特殊車椅子開発の可能性の基礎研究　－地域のノーマライゼーションの実現を目指して－
SUI
水に負けない。水と親しむ車椅子を。
　陸上を進むカヌー（小舟）が誕生しました。天候の悪い日、
冬の寒い日など外出したくない時には、SUI が腰から下を包
んでガードします。
　座面下は大きなトランクの機能があり、重いものや濡らした
くないものの収納も安心です。
●ボディは一体型の強化プラスチック構造体。腰から足先まで
の開口部に着脱可能な布カバーが付き完全防水になります。
●雨の時や岸辺など、水で濡れた路面を走行してもタイヤガー
ド（泥よけ）により水はねが上がりません。
●ボディカラーは半透明でカラーバリエーションも楽しめます。
MOKU
木のしなやかさと軽さを存分に。
　MOKU は形成合板の曲面が美しい、軽快に移動するため
のウッドフレーム車椅子です。シート地には本革を使いクッシ
ョンを厚くしてありますので、長時間の利用も快適です。
　木目も美しい合板は軽く、弾力性があり、今までの木製車椅
子の重々しいイメージを一新しました。
●収納時にはシートと車輪を簡単に外しフレームが半分に折り
たためますので、ひとりでの車への積込が可能です。
●木部、本革シートとも耐水性加工をしてあります。外出用と
して積極的にお使いください。
●ライフスタイルに合わせて木目と、皮革の色をより明るい色
でもお選びいただけます。
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KINN
まったく新しい印象の金属フレーム。
　KINN は車椅子のサスペンション機能を積極的に考え、フ
レーム構成から見直した高剛性なシャシーを持つ車椅子です。
　上のシート部分と下のホイール部分が完全に独立。中間にあ
るストローク十分な４つのサスペンションが路面の起伏を吸収
して、質の高い走行を実現します。
●フレームは上下ともアルミダイキャスト製の同じカタチを半
回転した構成です。
●シンプルでシャープなラインは、丸パイプとは全く違う印象
がとても新鮮です。
●ワンタッチでサスペンション部分から上下が分割出来て、収
納時はコンパクトな箱状になります。
●サスペンションは、個人に合わせて調整と交換が自由に行え
ます。
９　研究成果の発表と評価
９−１　『国際福祉機器展』へ出展
（2007．10．３－５）
　日本最大の福祉機器の展示会 「国際福祉機器展 2007 」に展示
し、アンケート調査を実施した。
９−２　『国際福祉機器展』でのアンケート調査の実施
□目的
　このアンケートにより、来場者の車椅子デザインへの関心度
と、コンセプト等に関するデザインの評価を問う。
　集計を参考にして試作モデルの修正を行い、プロジェクト終
了時に製品化へ向けての資料としてまとめる。
□方法
期間：2007 年 10 月３、４、５日の３日間　am10：00 ～ pm5：00
会場：国際福祉機器展 2007（HCR2007 ）　オーエックスエンジ 
　　　ニアリング展示ブース内　長岡造形大学コーナー
方法：聞き取り調査。大学院生、教員等３名が試作モデル２点 
　　　とコンセプトパネルを説明、アンケート可能な方のみに 
　　　記入していただく。
　　　記入後に、前年度の報告書と粗品を進呈。
□アンケート調査結果
－サンプル数と属性
 ・国際福祉機器展 2007（東京ビックサイト）来場者：157 人（女
性３分の１）
 ・年齢が 20 代の若さで福祉関係に勤める女性の比率がとても高く
印象的。
 ・出展者の中からアンケートに答えて下さった方がいた。
 ・国際福祉機器展の近年の来場者傾向として、年ごとに若い層が
増え、会場全体が活気づき、賑やかで明るくなっている。福祉
産業が社会的に広く認知され、多くの企業がビジネスチャンス
としていることが理解できる。
－項目１　現在の車椅子への不満点
 ・アンケートのはじめに車椅子の現状を確認したく、どのような
不満があるかをたずねた。「格好がよくない」がトップであり、
デザインが画一的であるとの指摘が複数あった。
 ・次の「値段が高い」と「重い」については、軽い材質にすれば
どうしても価格が高くなってしまうので、どちらも解決するた
めには製造方法と材料選びに革新が必要であろう。
 ・フィット感についても関心が高く、からだに合わせるために苦
労してことが読み取れる。
－項目２　提案車椅子４種の関心度
 ・２機種が試作モデル現物で、あと２機種がコンセプト文とカ
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ラーイラストでの提案という違いがあるので同列に比較は出来
ないが、「ぜひ開発してほしい」が展示モデル２機種では 40％
前後、他２機種で 20％前後であった。
 ・「あれば便利である」を含めると、全て 50％以上であり、電
動で上下するGETSUについては90％を超える関心を示していた。
－項目３　４種へのアンケート詳細
 ・各機種についてもさらに細かく、興味のある機能についてた
ずねた。それぞれを関心度の高い順に並べてグラフ化した。そ
の他のコメントについては本文全てを掲載した。
－項目４　プロジェクト全般への意見と要望について
 ・プロジェクト全般に多くのコメントをいただいた。
　男女と年代別にそれぞれ分類して全文を掲載する。
 ・デザイン大学からの提案であることについて、新しいデザイン
の車椅子に期待しているというコメントが多くもらえたことは
非常に励みになった。
９−３　その他の学外への発表状況
＜詳細省略＞
□長岡のデザインイベント「デザインフェア 2007 」にて（2007．
10．13 － 14 ）
□産業活性協議会（NA-ZE）総会にて（2007．11．23 ）
□「新潟日報」特集記事（2008．３．20 ）
□日本デザイン学会第３支部『平成 19 年度研究発表大会』
　－日時：平成 20 年３月 20 日㈮　11：00 ～
　－会場：名古屋市立大学工学部芸術工学部　Ｍ 101 教室
　－発表者：プロジェクトメンバー 松丸　武・黒崎英也・大谷健介
　－発表概要：研究の趣旨と経緯
10　知的財産権の側面から見た提案の車椅子に類する車椅子の
開発状況
（提案の車椅子に関する他者の知的財産権に対する抵触調査）
＜詳細省略＞
①車椅子のデザイン開発と知的財産権取得動向把握に関する知
的財産権専門家（特許庁審査官等）に対する聴取り調査
②車椅子に関する意匠分類が付与された電子媒体による登録意
匠文献調査
③車椅子の技術開発及び先行公知意匠調査のために、ヤフーの
画像検索及び【車椅子・論文・高さ調節】をキーワードとす
る技術論文等調査
④電子媒体による特許・実用新案登録文献調査
＜参考文献・参考資料＞
　財団法人東京都高齢者研究・福祉振興財団　『高齢者・障害
者の生活をささえる福祉機器Ⅱ　立ち座り  歩行  靴  車いす  電
動三・四輪』日本規格協会
11　環境についてのデザイン視点からの考察
＜詳細省略＞
■団塊の世代
■高齢化する商品ユーザー
■先進国としての社会のノーマライゼーション
■新バリアフリー法の精神
■建築におけるバリアフリー
■建築側でできることは
■新バリアフリー法の次にくるものは
■社会のノーマライゼーションとは
■バリアフリー化の現状
■今後の展開
　環境を多様性のある人々それぞれに対応させることは技術的
には十分可能であるが、環境を形成するすべての構築物がそれ
に対応するためには、建築主の考え方にかかっている。ノーマ
ライゼーションを最優先とするなら、社会はいずれ理想的な姿
になることは間違いない。
12　参考文献・資料
－ 『JIS ハンドブック　38 高齢者・障害者 2003 』／共立出版株
式会社／日本人間工学会編
－ 『ユニバーサルデザイン実践ガイドライン』／中央法規　財
団法人シルバーサービス振興会編集
－ 『改訂福祉用具専門相談員研修用テキスト』／全国身体障害
者総合福祉センター
－ 『「機能訓練と楽しいスポーツ」⑤　車いすで行う楽しいスポ
ーツ』／プロトギャラクシー／メル・バイアーズ著／伊澤加
菜子訳
－ 『PRO DESIGN SERIES 5 OCHAIRS Innovations in Design 
and Materials』／小学館
－『BE-PAL　No.241　2001 年７月号』／枻（えい）出版社
－『折りたたみ自転車＆小径スポーツの本』／マガジンハウス
－ 『Tarzan 特別編集 〈パタゴニア〉が教えてくれること。』／
国立印刷局　内閣府編
－『「暮らしと社会」シリーズ　平成 15 年版障害者白書』
－インターネット　トヨタ自動車ホームページより「ボディタ
イプ一覧」、「車名一覧・写真付き」他を引用
13　おわりに
　車椅子は身体に何らかの障害のある人の移動の道具である。
障害があるけれど道具でその障害を補完することができれば、
生活は全く健常者と変わらない。提案の車椅子が、健常者と道
具と一体になった人とが共生していく社会に一歩進むことへの
機縁の一端となればと願う。
　インダストリアルデザインは「モノ社会の政治家」ともいわ
れるように、人工物全体のマネジメントをつかさどる一面も持
っている。ここに提案の車椅子が人間社会にあることが、バラ
ンスのとれたモノ社会であるとの見方である。この研究は単に
車椅子の新機種を提案するに留まらず、「デザインが備えている
力」の理解を一層深めて欲しいとの願いも込めている。いつの
日か提案の車椅子に現実に街で出会うことを、そして、もっと
「モノ社会」が豊かなものになり、明るく快適に「一層人間らし
く生活できる社会」へ進むことを期待する。
　研究にあたったメンバーは、デザインの視点から道具を観る
ことが専門であるが、車椅子使用者でもなく、使用者が身近に
いるという状況でもないため、白紙でこの研究に取り組んだ。
これをあらゆる角度から補う大きな力となっていただいたのが
株式会社オーエックスエンジニアリングの関係者の方々である。
車椅子開発はもとより、快く福祉機器展に会場の一部を提供して
頂くなど、あらゆる場面で産学共同研究の成果をあげられるよう
暖かな支援をいただいた。株式会社オーエックスエンジニアリン
グの石井会長、大場取締役長岡工場長、地元長岡の株式会社オー
エックスエンジニアリング新潟の松元社長をはじめ多くのスタ
ッフの方々にはここで改めて深く感謝し、お礼を申し上げる。
　シンポジウムやフィールドリサーチには車椅子競技やマネジ
メントに関わる多くの方々の温かな協力もいただいた。また地
元長岡のデザイナー黒崎英也氏には、フリーランスの側面から
大きな提案をいただき、細部まで鋭い目で関わっていただいた。
そして大学院生の藤巻徹君、大谷健介君には手足となって動い
てもらった。皆さんにも心より感謝申し上げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 20 年５月 25 日）
